
はじめに

水をセラミックスや岩石に接触さ

せると水の性質が変わることが知ら

れている１）。特に、鉄は生命誕生と

深い関係にあり２）、鉄成分と粘土を

焼成して作成したセラミックスに水

を接触させると生物の生命活動を高

める水に変わることが期待された。

本論文で報告するセラミックスは有

限会社コズミックが発明した忠海

セラミックス®で、鉄と粘土を焼成

して作成したものである。このセラ

ミックスで処理した水を飲むと皮膚

病が改善するなどの報告がある。さ

らに、整腸効果や疲労回復などの効

果もあると言われる。しかし、ヒト

に対する効果は個人差があり、医学

的なデーターを取るのは難しい。し

たがって、そのような効果がどのよ

うなメカニズムで起こるのかもほと

んど解明されていない。水は細胞に

とって大変重要な成分である。しか

し、水を単なる溶媒として見る限り、

水の真の重要性を理解することはで

きない。自然界の水がどのような地

層をろ過して来たかによって水の性

質に違いが生まれ、細胞に対する影

響も違ってくる。その原因は水に溶

けているミネラルなどの溶質の影響

によると考えるのが常識的だが、一

方で、溶媒である水分子そのものの

構造の違いと考えることも可能であ

る。天然の水で溶質と溶媒を区別し

て生物効果を解明することは難しい。

その点、蒸留水をセラミックスで処

理すると、変わるのは水の構造だけ

と考えられるので解析が容易になる。

しかし、変化を受けた水の構造を物

理化学的に測定するのは難しい。最

近、細胞膜上に水を専ら通す孔があ

る膜タンパク質が発見され、アクア

ポリンと名付けられた３）。その後の

研究で、アクアポリンは微生物から

植物・動物まで、あらゆる細胞に存

在することが分かった４）。水はアク

アポリンの孔を１秒間に20億個通過

する。アクアポリンの孔は３Åなの

で、2.8Åの水は１分子ずつ通過する

ことになる。通過時に、周りのアミ

ノ酸との相互作用で水分子間の水素

結合が切れ、一時的に単分子の水と

なる５）。アクアポリンの孔を通過す

る水の速度は水の構造の違いで変わ

る可能性がある。実際、蒸留水をセ

ラミックスで処理すると、アクアポ

リンの透過性が高くなることが観察

され、水の構造変化を表していると

推測される。本報告は、セラミック

スで処理した水の動植物に対する効

果について実証試験を行い、その原

因が溶媒である水の構造変化による

ものであることを、アクアポリンの

透過性を測定することで明らかにし

たものである。本報告は、アクアポ

リンを使って、水の構造を推測する

方法を初めて示したものである。

●実験方法

1．コズミックウォーター®

忠海セラミックス®として、約１

㎤の円筒形小片（約４ｇ）として市販

（www.cosmic.co.jp）されているもの

を用いた。蒸留水として、熊本県の㈱
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忠海セラミックス® （有限会社コズミックが発明）は鉄と粘土を
焼成して作成したものである。このセラミックスで処理した水を
コズミックウォーター®と呼び、これを飲むと皮膚病が改善する。
また、イネの収量増加、切り花の日持ちの促進、イネの耐塩性の
増強などの効果がある。さらに、培養液をセラミックスで処理す
るとヒト皮膚細胞の細胞増殖性が12％増加した。水をセラミック
スで処理すると、変わるのは水の構造だと考えられる。しかし、
水の構造変化を物理化学的にとらえるのは難しい。最近、細胞膜
上に水を専ら通す孔がある膜タンパク質が発見され、アクアポリ
ンと名付けられた。蒸留水をセラミックスで処理すると、アクア
ポリンの透過性が高くなった。アクアポリンの種類を変えても、
同様の結果が得られた。水はアクアポリンの孔を1秒間に20億個
通過する。アクアポリン透過性の違いは水の構造変化を反映して
いるものと考えられる。コズミックウォーターの動植物に対する
効果は溶媒である水の構造変化によるものであることを、アクア
ポリンの透過性を測定することで明らかにすることができた。



山栄が製造した逆浸透膜精製水を用

いた。水道水は主に日田市の水道水

を用いた。セラミック小片２個を２L

の蒸留水もしくは水道水に投入し、室

温で24時間以上静置した。蒸留水を

セラミックスで処理した水はコズミッ

クウォーター（蒸留水）と呼称する。

2．cRNAの合成

ヒトアクアポリン１（AQP1）、ア

クアポリン２（AQP2）、アクアポリ

ン３（AQP3）およびアクアポリン５

（AQP5）のcRNAを合成kit （mMES-

SAGE mMACHINE kit）を用いて作

成した６）。

3．カエルの卵母細胞を用いたアクア 

ポリンの水透過性の測定　　

アフリカツメガエルから卵塊を

摘出し、１㎎/mlのコラゲナーゼで

20℃、２時間処理して、卵母細胞 

を得た。卵母細胞にcRNAを25～

50ng/50nl 注入し、２日間、Birth 

Mediumで培養した。この卵母細胞

をコズミックウォーターもしくは対

照の水の中に投入し、実体顕微鏡附

属のビデオカメラで撮影することに

よって、卵母細胞の体積を計算し、

水透過性（Pf値）を算出した６）。

4．グリセロール透過性の測定

グリセロールの透過性もあるアク

アポリン３（AQP3）のcRNAを卵母

細胞に注射した。試験水として、コ

ズミックウォーター（蒸留水）もし

くは対照の蒸留水にグリセロールと

×10倍のBirth Medium 塩溶液を加

え、終濃度200ｍMグリセロールお

よび×１Birth Mediumを作成した。

グリセロール透過性の測定には、24

穴プラスチック培養プレートを用い

た。プレート孔に卵母細胞を移し、

グリセロール含有Birth Mediumを

１ml入れ、30分間、20℃に静置した。

Birth Mediumで３回洗浄したのち、

卵母細胞をミニチューブに移し、グ

リ セ ロール 測 定 キット（BioVision 

Free Glycerol Assay kit）のAssay 

Buffer 50μlを加え、ピペットで破

裂・溶解させ、14,000rpm、５分間

遠心した。遠心後、上清５μlにキッ

トの酵素混合液５μlを加えて、30分

間反応後、OD562nmで吸光度を測定

した。グリセロールの濃度はスタン

ダードの吸光度を元に計算した。

5．培養細胞の増殖試験

ヒト皮膚より分離した正常細胞

は10 ％ 牛 胎 児 血 清（FBS）を 含 む

DMEM培地で培養した。コズミッ

クウォーター培地はDMEM液体培

地50mlにセラミックス１個を入れ、

24時間後にフィルター滅菌して作成

した。1.0×10５細胞/mlの細胞をセ

ラミックス処理および無処理培地で

48時 間 培 養 後、Cell counting kit -

８で処理し、450nmの吸光度を測定

した。

6．植物生育試験

（１） 榊の生育試験：広島県三原市の

水道水にセラミックス（４ｇ）を２

個入れ、24時間以上置いた水を

１倍コズミックウォーター（水道

水）とした。これを1,000倍に希釈

し、榊の枝葉を入れた。水は蒸発

分だけ加えた。

（２）ベゴニアの育成試験：大分県日

田市の水道水１Ｌにセラミックス

（４ｇ）を１個入れ、24時間以上置

いたコズミックウォーター（水道

水）を希釈せずに用いた。これを

150mlの試薬瓶に一杯に入れた。

ベゴニアの切り花の茎を発泡ス

チロールで挟み、試薬瓶に差し込

んだ。水は蒸発分だけ加えた。

（３）イネの育成試験：普通の用水の

水で代掻きした圃場にイネ苗を

移植した。苗の時にコズミック

ウォーター（水道水）２Lを２本散

布した。約ka３ヵ月後、写真撮

影し、収穫し、収量調査を行った。

（４）イネの耐塩性試験：コズミック

ウォーター（水道水）および水道

水を用いてHoagland Mediumを

作成した。アキタコマチ種子を

１％ベンレート含む蒸留水で２

日間処理後、蒸留水で１週間生育

させた。発芽後25日苗（３葉期）

を食塩０mM、100mM、150mM

および200mM含む水道水および

コズミックウォーターに移し換

え、７日後に写真撮影した。

●結果

（１）�ヒトおよび動物に対するコズ

ミックウォーターの効果

緒言でも述べたように、ヒトに

対するコズミックウォーター（水道

水）の効果については、個人差が大

きいため、医学的データーと取るの

は難しい。本報告では、図１にコズ

ミック ウォーターを 飲 ん で、 ア ト

ピー性皮膚炎が改善した症例を報告

する。図１ａおよび図１ｃは手およ

び首のアトピー性皮膚炎の症状を示

し、図１ｂおよび 図１ｄはコズミッ

クウォーターを１日１～1.5Ｌ飲ん

で３カ月後の手と首の症状回復の状

態を示した。このような皮膚病や消

化器系の症例改善の報告はかなり多

い。また、畜産・水産分野でも数多

くの効果事例の報告はある。しかし、

科学的なレベルで実証試験が十分な

されていない。

（2）�植物に対するコズミック�

ウォーターの効果

（A）榊の長期間生育現象

対照実験はないが、榊をコズミッ

クウォーター（水道水）1,000倍液で

育てた場合の結果を図２に示した。

図 ２ａ、ｂ は、2009年12月に開始

し、2011年10月に撮影した結果であ

る。榊が約２年間生き生きと生育を

続け、水は腐敗することもなかった。

図２ｃ、ｄは2010年12月に開始し、

2014年５月に撮影した結果である。

本実験では、水中に側芽が出、茎葉

が伸長するのが観察された。
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（Ｂ）�ベゴニアの花に対するコズミッ

クウォーターの効果

コ ズ ミック ウォーターで 切 り 花

を育成すると花持ちが良くなる例は

数多く報告されている。図３に、ベ

コニアの切り花での試験結果を示し

た。コズミックウォーター（水道水）

で育てたベゴニアの花は１週間経過

してもほとんど萎れは見られない。

一方、蒸留水で育てたベゴニアの花

は４日目に少し萎れが見られ、１週

間後には明白に萎れが観察された。

（Ｃ）イネの収量増加

コズミックウォーター（水道水）

４Ｌを１反の田んぼに苗の段階で散

布しところ、明らかに収量の増加

が観察された。図４ａはコズミック

ウォーターの散布の様子である。図

４bの左はコズミックウォーターで

育てたイネの圃場風景で、同図右の

対照区に比べ生育が良かった。コズ

ミックウォーターで生育したイネは

対照区に比べ、粒数で1.22倍、重量

で1.6倍の収量増加があった。

（Ｄ）イネの耐塩性の向上

アキタコマチ種子発芽後25日苗

（３葉期）を食塩０mM、100mM、

150mMお よ び200mM含 む 水 道 水

およびコズミックウォーター（水道

水）に移した。水には食塩の他に、

Hoagland Mediumの塩成分を加え

た。苗移植後７日目に写真撮影した

結果が図５である。０mM NaClで

は、水道水とコズミックウォーター

で 生 育 の 差 は な かった。100mM 

NaClでは、水道水で15本中10本が

正常なのに比べ、コズミックウォー

ターでは12本中７本が正常で、僅

かに耐塩性が認められた。150mM 

NaClでは、水道水で16本中10本が

正常であるのに比べ、コズミック

ウォーターで は13本 中12本 が 正 常

で、 コ ズ ミック ウォーターで 耐 塩

性が高いのが観察された。さらに、

200mM NaClでは、水道水で12本中

３本が正常で、７本が完全枯死、２

図2　�コズミックウォーターで�
育てた榊
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図3　�コズミックウォーターで�
育てたベゴニアの花

図5　�コズミックウォーターで育てた
イネ（アキタコマチ）の耐塩性
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本が生育不良だった。一方、コズ

ミックウォーターでは13本中7本が

正常で、４本完全枯死、２本生育不

良だった。高い塩濃度ではコズミッ

クウォーターの耐塩性効果が明瞭に

観察された。

（3）培養細胞増殖の促進

図１～５に示した動植物に対す

るコズミックウォーターの効果は細

胞を活性化するためではないかと考

えられる。そこで、皮膚培養細胞に

対するコズミックウォーターの効果

を調べた。図６にセラミックス無処

理および処理培養液でのヒト皮膚細

胞の増殖性の結果を示した。その結

果、セラミックスを培養液に入れる

ことで皮膚細胞の増殖率が12％上

がった。このことから、コズミック

ウォーターは細胞レベルで生物に効

果を与えていると考えられる。

（4）�ヒトアクアポリンに対する�

高い透過性

コズミックウォーターの細胞に対

する活性化効果は細胞の代謝を促進

するためと考えられる。そこで、コ

ズミックウォーターのアクアポリン

に対する水の透過性を測定した。ヒ

トには13種類のアクアポリンが知ら

れている。本研究では、腎臓に多く

分布するアクアポリン２（AQP2）、

皮膚に多く分布するアクアポリン３

（AQP3）、分泌腺に多く分布する

アクアポリン５（AQP5）に対するコ

ズミックウォーターの透過性を測定

した。図７に、AQP2に対するコズ

ミックウォーターの透過性の結果を

示した。水道水および蒸留水をセラ

ミックスで処理して得たコズミック

ウォーターは、対照の水道水もしく

は蒸留水に比べて、26％多くアクア

ポリンを透過することが分かった。

図８に、AQP3に対するコズミック

ウォーターの透過性の結果を示し

た。コズミックウォーター（水道水）

のAQP3透過性は対照の水道水に比

べると48％高かった。また、コズ

ミックウォーター（蒸留水）は対照の

蒸留水に比べて、15％多くアクアポ

リンを通ることが分かった。さらに、

図９に、AQP5に対するコズミック

ウォーターの透過性の結果を示し

た。コズミックウォーター（蒸留水）

のAQP5透過性は対照の蒸留水に比

べると21％高かった。

図6　コズミックウォーターで培養した皮膚細胞の増殖

図7　AQP2に対するコズミックウォーターの透過性

図8　AQP3に対するコズミックウォーターの透過性

図9　AQP5に対するコズミックウォーターの透過性

コズミックウォーター培地対照培地

12％
増加

1.0

1.5

0

細
胞
増
殖
率

コズミックウォーター
／蒸留水

水道水 コズミックウォーター
／水道水

蒸留水

26％
増加26％

増加

300

500

400

200

100

600

0

A
Q
P
2
の
水
透
過
性（
μ
m
/秒
）

コズミックウォーター
／蒸留水

水道水 コズミックウォーター
／水道水

蒸留水

15％
増加

48％
増加

300

500

400

200

100

600

0

A
Q
P
3
の
水
透
過
性（
μ
m
/秒
）

コズミックウォーター／蒸留水蒸留水

21％
増加

1,500

2,500

2,000

1,000

500

0

A
Q
P
5
の
水
透
過
性（
μ
m
/秒
）



機能性研究レポート機能性研究レポート機能性研究レポート

（5）�植物アクアポリンに対する�

高い透過性

コズミックウォーターが植物に効

果があることから、植物のアクアポ

リンに対する透過性を調べた。イネ

には36種類にアクアポリンが知られ

ている。その中で、低温や乾燥など

の環境ストレスで遺伝子発現が変化

するPIP１；１と呼ばれるアクアポリ

ンを使って調べた。図10に、PIP１；

１に対するコズミックウォーターの

透過性の結果を示した。コズミック

ウォーター（蒸留水）のPIP１；１透過

性は対照の蒸留水に比べると80％高

かった。

（6）�皮膚アクアポリンのグリセ�

ロール透過性の促進

皮膚細胞に多く分布するAQP3は

水以外にグリセロールを透過するこ

とが知られている。皮膚の保湿性は

AQP3のグリセロール透過性と関係

があると考えられている。コズミッ

クウォーターがグリセロールのアク

アポリン透過性を促進する効果があ

るかどうか調べた。その結果、図11

に示したように、コズミックウォー

ター（蒸留水）は対照の蒸留水に比べ

て、AQP3のグリセロール透過性を

76％増加させることが分った。

おわりに

コズミックウォーターの動植物に

対する効果について、実証事例は豊

富にある。しかし、試験対象を増や

して、統計的に有意な結果を示す必

要はあると思われる。本報告で対照

実験がなされている実証実験の結果

から、コズミックウォーターの生物

学的効果は確認できた。ヒトの皮膚

病などの症状は水を飲むことで改善

することは広く知られている。その

原因は体の水不足であると考え、ど

のような水でもある量を摂れば改善

すると言う報告もある７）。しかし、

一方で、特定の水を飲むことで改善

したと言う報告もまた数多くある。

本報告で、同じ水でも、セラミック

ス処理すると、明らかに個体の生物

学的効果が上がる結果を得た。さら

に、培養細胞を使って調べた結果、

同じ水でもセラミックス処理した水

で細胞活性が増加する結果が得られ

た。このことは、コズミックウォー

ターが細胞を活性化し、その結果と

して、個体の生物学的効果が現われ

たと考えられる。細胞の活性化に水

がどのような作用をしているかほと

んど解っていない。水は単なる溶媒

ではない。セラミックスで処理され

た水は構造上何らかの変化が生じた

と考えられる。実際、水が通るアク

アポリンを使って、その考えが正し

いことを明らかにできた。腎臓、皮

膚、消化腺などに多く分布する３

種類のアクアポリンを使って、アク

アポリン透過性を調べた結果、コズ

ミックウォーターでアクアポリン透

過性が高い結果が得られた。蒸留水

をセラミックスで処理してコズミッ

クウォーターを作成したので、変化

を受けたのは、水そのものと考えら

れる。水を単なる溶媒と考えると全

く理解できない現象である。超低温

電子顕微鏡解析から、アクアポリン

が水分子を透過させる時、水分子が

孔の周辺のアミノ酸と相互作用して

水素結合が切れることが明らかにさ

れている５）。細胞に入る前に水分子

が何らかの構造を作っていると仮定

すると、アクアポリンを透過する時、

その構造は消えると考えられる。し

かし、コズミックウォーターが生物

学的効果を示すのは、細胞に入って

からの作用である。とすると、水は

アクアポリンを通って、細胞内で再

びある種の構造を再構築すると推察

される。セラミックスよって与えら

れた水の構造変化は、水が単分子に

なっても再構築される性質のものと

考えられる。このような、水の構造

維持の性質は、さまざまな方法で検

証され、主張されているが、十分に

科学的認知がなされているとは言え

ない。本報告は、「水の記憶」という

雑誌ネイチャー上では否定された課

題８）について、アクアポリンを使っ

た定量的実験方法でアプローチでき

ることを明らかにした最初の報告で

ある。

図10　イネアクアポリンに対するコズミックウォーターの透過性

図11　AQP3のグリセロール透過性に対するコズミックウォーターの影響
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